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薬学モデル・コアカリキュラム C-6-(1) に相当

Bio-organic Chemistry 1 unit (compulsory) 2nd-year(2nd semester)

Akira Otaka · Professor / Bioorganic Synthetic Chemistry, 医薬品化学講座, Pharmaceutical Sciences

Target〉 生体分子の機能と医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するために，
それらに関する基本的知識を，生体分子の有機化学的側面から理解させる．

Outline〉 生体分子の基本構造とその化学的性質に関する知識を教授し，生体分
子の機能を有機化学的側面から理解させとともに，医薬品の作用発現におけ
る分子的側面について講義する．

Style〉 Lecture
Notice〉 薬物の生理作用の発現や細胞内の情報伝達などの様々な現象は，どのよ
うな原理・原則に基づき起こっているのでしょうか?タンパク質―タンパク質
相互作用に代表される生体分子間の相互作用が大きく関与していることは間
違いありません．さて，これら分子間相互作用を物質的側面から理解する際，
有機化学は極めて大きな力を発揮します．有機化学を利用し，生命を見つめ
ましょう．物質的側面から生命を見つめることは，薬学の得意とする分野の
一つです．有機化学は，誰でも全く新しい化合物の創造者となりえる機会を
与えてくれる魅力的な学問です．機能を持つ分子を創製しようとする知的作
業は有機化学の特権です．

Goal〉
1.生体分子の化学構造

1)アミノ酸，ペプチド，タンパク質の有機化学について説明できる．
2)単糖，オリゴ糖，多糖について有機化学的に説明できる．
3)ヌクレオシド，ヌクレオチド，核酸について有機化学的に説明できる．
4)脂質，生体膜について有機化学的に説明できる．

2.生体内で機能する複素環
1)複素環を含む補酵素の反応を有機化学的に説明できる．

3.化学から観る生体ダイナミクス
1)酵素反応を有機化学的に説明できる．
2)生体内反応・生体内分子の相互作用の可視化について化学的側面から説
明できる．

Schedule〉
1.アミノ酸の化学 (1)
2.アミノ酸の化学 (2)
3.ペプチド・蛋白質化学 (1)
4.ペプチド・蛋白質化学 (2)

5.ペプチド・蛋白質化学 (3)
6.代謝反応の化学 (1)
7.代謝反応の化学 (2)
8.代謝反応の化学 (3)
9.代謝反応の化学 (4)

10.糖化学 (1)
11.糖化学 (2)
12.糖化学 (3)
13.核酸化学 (1)
14.核酸化学 (2)
15. Chemical Biologyとは
16.定期試験

Evaluation Criteria〉 試験で評価する
Re-evaluation〉 実施する
Textbook〉 ボルハルト・ショアー 第 4版「現代有機化学」上，下巻，化学同人
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217180
Contact〉
⇒ (研究室)本館6階，薬品合成化学分野(大高)

(Eメールアドレス)aotaka@ph.tokushima-u.ac.jp(大高) (Office Hour: いつ
でも結構です．)
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